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「じゃあ」のひと言で育てる「前へと進む力」 
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上のような絵をご存知ありませんか？ 白

い部分を中心に見れば「優勝カップのようなつ

ぼ」が、黒い部分を中心に見れば「向き合った

顔の影絵」が浮かび上がってきます。また、他

の何かを見出す人もいるかもしれません。これ

は数十年に渡って、中学１年生の国語科の教科

書に掲載されている「ルビンのつぼ」というイ

ラストです。同じ絵を提示されても、着目点に

よって見えるものが変わってしまうこのイラ

ストには、日々起こる出来事をどう捉え、どう

対応していくかを考える上でのヒントがあり

ます。 

  

私たち大人は日常において、失敗やアクシデ

ント、他とのトラブル等の「うまくいかない出

来事」に対処しながら生活しています。失敗し

ないように努力することは大切ですが、失敗し

たらしたで適切に対応すればさらなる成長に

つながることを知っています。 

  

本校の生徒は素直に物事を受け止め、他を思

いやることができる優しい子供たちです。た

だ、前述したような「うまくいかない出来事」

に遭遇すると、必要以上に落ち込んだり、挑戦 

することを怖がったりすることがあります。起

こってしまった事実に対して「なぜ？どうし

て？」という言葉を投げかけて原因を把握する

ことは大切です。しかし、そこで終わっていて

は反省や改善になりません。さらに「じゃあ」

というひと言をつないでみてはどうでしょう。

「じゃあ」の後には必ず「～してみよう」とい

うフレーズが続きます。「なぜ？どうして？」

が後ろを振り返る言葉なら、「じゃあ」は前へ

と目を向ける言葉です。私自身、困ったり、悩

んだりしたときは、この二つの言葉をセットに

して考えるようにしています。また、生徒から

相談されたときはそのように助言しています。

それでうまくいかなかったら、また「なぜ？ど

うして？」→「じゃあ」で考えればよいのです

から。 

 

 

 

 

 

 

 コロナ禍に見舞われ、これまでの「当たり前」

がそうではなくなったこの２年。 生徒も新た

な環境に置かれ、自らの判断で動く場面が多く

なりました。保護者の皆様には、前に進めず戸

惑う我が子に「じゃあ、どうする？」と促し、

ぜひ、考える視点を与えていただければと思い

ます。「失敗」もまた成長するためのよい経験

だと捉えられるように…。 

 ※冒頭のイラストは、「国語１」（光村図書 令和３年度 

版）に掲載された「ちょっと立ち止まって」（桑原茂

夫著）46頁から引用しました。 

学校だより 
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成績発表 

パフォーマンスの部 競技の部 マスコットの部 

総合優勝 

選手たちにパワーをくれた、団席での力強い応援 

 

特集！ 第 75 回 体育大会 

 

 

  

 

朱雀団（２大会連続） 
 

 
 

優 勝  朱雀団 

次 勝  白虎団 

 
 

最優秀賞  朱雀団 

優 秀 賞  青龍団 

 
 

最優秀賞  玄武団 

優 秀 賞  朱雀団 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 10 月 21 日(木)、第 75 回体育大会を開

催しました。今号では、生徒たちの輝く姿

を競技の結果とともに紹介します。 

１学年種目「魅せろ！モンキーターン」 １位 青龍団 ２位 白虎団 ３位 朱雀団 ４位 玄武団 

２学年種目「フリスビーはお好きでしょ」 １位 青龍団 ２位 白虎団 ３位 朱雀団 ４位 玄武団 

３学年種目「総員リレー」 １位 朱雀団 ２位 玄武団 ３位 青龍団 ４位 白虎団 
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体育大会リーダーからのメッセージ 

 

全校が楽しく笑顔になれた「よさこい」 
 

 私は、よさこいの本番を終えて、すごくホッとしまし

た。心配していたかけ声は、練習のときの倍くらい声が

出ていて、全員が笑顔で最後のポーズを決めていたの

で、心の底から嬉しくなりました。 

 全校の皆さん、最高のよさこいにしてくれてありがと

う。雄中大好き！ 

（全校演技「よさこいソーラン」責任者） 

 
 

朱雀、大好き！ 
 

朱雀団のみんな、最高の体育大会をありがとう。みんな

のおかげで総合優勝を勝ち取ることができました。 

私たちは団の雰囲気が明るくなるような声かけを心掛け

ました。そして、豊かなアイディアと温かいサポートをく

れた団リーダーのみんなにも感謝しています。 

朱雀、大好き！ 

（朱雀団団長） 

 

 

 
 

たくさんの「ありがとう」 
 

中学校生活最後の体育大会では、たくさんの壁にぶつか

りました。でも、どんなときも団員のみんなが笑顔と大き

な声で頑張ってくれたおかげで、最後までやり切ることが

できました。本当にありがとうございました。 

来年は絶対に四冠取れます！  

白虎団の合言葉は…「やれば、できる！！」 

（白虎団団長） 

 
 

感 謝 
 

私たち団長は、体育大会に対して感謝の気持ちでいっぱ

いです。 

今まで不満も言わずついて来てくれた青龍団のみんな、

夏休み中から練習に励んできた団リーダーにも感謝です。 

みんなの協力のおかげで最高の体育大会になりました。

素敵な思い出をありがとう！ 

（青龍団団長） 

 

 

 
 

最高の仲間 
 

玄武団は団員も顧問の先生方もとても協力的で、みんな

が全力で練習に取り組んでくれたこともあり、楽しく団活

動ができました。 

悔しいこともあったけれど、全てにおいて「玄武団が一

番だった！」と自信をもって言えます。 

本当にありがとうございました。玄武団、大好き！ 

（玄武団団長） 
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新チームで存在感を示した雄中魂！ ～新川地区新人大会の結果～ 
 

 
 

 

陸上競技部 
【学校対抗得点】男女総合１位   

男子総合３位、女子総合１位 

【男子】  

２年１００ｍ     ７位  

共通１００ｍ     ２位  

共通１５００ｍ    ２位  

            ７位  

共通３０００ｍ    ２位  

            ８位  

共通１１０ｍハードル ３位  

共通４×１００ｍリレー４位  

 共通走り幅跳び    ２位  

            ４位  

共通砲丸投げ     ２位  

            ７位  

【女子】 

２年１００ｍ     ２位  

            ２位  

共通８００ｍ     ２位  

            ４位  

共通１５００ｍ    ２位  

            ３位  

共通１００ｍハードル ２位  

            ４位  

共通４×１００ｍリレー１位  

共通走り幅跳び    ８位  

共通砲丸投げ     １位  

            ７位  

 

野球部 
 １回戦 雄山 ●０－２○ 滑川 

 

サッカー部 
１回戦 雄山 ●１－１３○ 早月 

 

ソフトボール部 
 第１試合 雄山・入善 ○２－１● 滑川 

 第２試合 雄山・入善 ○１７－０● 魚津西部 

 第３試合 雄山・入善 ●０－２０○ 魚津東部 

 ★新川地区２位 

  

 

 

 

 

 

 

男子バスケットボール部 
 ２回戦  雄山 ○７２－４０● 朝日・入善 

 準決勝  雄山 ●３０－１０３○ 入善西 

 ３位決定戦 雄山 ○６８－３４● 清明 

 ★新川地区３位 

 

女子バスケットボール部 
１回戦 雄山 ●４４－５７○ 入善 

 

男子バドミントン部 
【団体戦】 

 ２回戦 雄山 ○２－１● 明峰 

 準決勝 雄山 ○２－１● 入善西 

 決勝戦 雄山 ●０－２○ 上市 

 ★新川地区２位 

【個人戦】 

 シングルス ３位  

 

女子バドミントン部 
【団体戦】 

２回戦 雄山 ○３－０● 入善西 

準決勝 雄山 ○２－０● 朝日 

決勝戦 雄山 ●１－２○ 上市 

★新川地区２位 

【個人戦】 

シングルス １位  

 

男子ソフトテニス部 
【団体戦】 

 ２回戦 雄山 ●１－２○ 魚津西部 

【個人戦】 

 ５位  

 

女子ソフトテニス部 
【団体戦】 

 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ 雄山 ○２－１● 早月 

【個人戦】 

 ５位  

  

水泳部 
男子１００ｍ自由形  ５位  

男子５０ｍ自由形   ４位  

 

＊柔道、剣道、バレーボールの新川地区新人大会

は、１１月１３日（土）に開催されます。 
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僕は、この合唱コンクールが全校生徒にとって「楽しかった」

と思えるものにしたいです。 

また、賞を取れなかったとしても悔いを残すことなく終えられ

るように、一人一人が全力で練習に取り組んでもらいたいです。 

本番当日、雄中生が清々しい表情で歌い合える、そんな合唱コ

ンクールになることを楽しみにしています。 

（合唱コンクール実行委員長） 

 

     （１組） 

     （２組） 

     （３組） 

     （４組） 

     （５組） 

     （６組） 

 

佐伯 心優（１組） 

清水 愛莉（２組） 

下井 厘果（３組） 

森  美智（４組） 

山本 珀琉（５組） 

菅原 菖蒲（６組） 

 

濱西 龍二（１組） 

古市 幸輝（２組） 

岡田 琉愛（３組） 

金子 祐華（４組） 

稲垣香里奈（５組） 

速見  悠（６組） 

柴木 和馬（７組） 

                

実行委員長からのメッセージ 

実行委員 

実行委員 

実行委員 

合唱コンクール、迫る 
 

 １１月１９日に開催を予定している合唱コンクール。１１月８日から 

は特別教室を使った本格的な練習が始まり、１５日にはリハーサルを予 

定しています。 
 

 

 

学年学級 曲名 指揮 伴奏 

２年１組 瑠璃色の地球   

２年２組 君とみた海   

２年３組 空駆ける天馬   

２年４組 予感   

２年５組 手紙   

２年６組 心の瞳   

 

学年学級 曲名 指揮 伴奏 

３年１組 Ｇｉｆｔｓ   

３年２組 証   

３年３組 結   

３年４組 君の隣にいたいから   

３年５組 友 ～旅立ちの時～   

３年６組 ＹＥＬＬ   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

学年学級 曲名 指揮 伴奏 

１年１組 輝くために   

１年２組 Ｃｏｓｍｏｓ   

１年３組 大切なもの   

１年４組 怪獣のバラード   

１年５組 この星に生まれて   

１年６組 涙をこえて   

１年７組 あすという日が   

合唱練習のルールについて話し合う実行委員 

（10月 25日、第１回実行委員会） 
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学校ホームページも随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 
雄山中学校 

        

男子２大会連続優勝・女子６位入賞 見せた！伝統校としてのプライド ～県中学校駅伝～ 

活動スローガンは「Ｍｅｍｏｒｙ」 ～２年生主体の後期生徒会が始動～ 

雄中ほっとニュース 
 

  
 

 １０月２日、県総合陸上競技場で富山県中学校駅伝競走大

会が開催され、本校駅伝部が出場しました。 

女子は、レース開始直後からトップ集団に入り、各選手が

粘り強い走りを見せ、６位入賞を果たしました。 

男子は、２区で１位に躍進し、後半以降は独走態勢をと

り、２大会連続７回目の優勝を成し遂げました。 

男子は北信越中学校駅伝競走大会（11 月 27日、長野県松

本市）、全国中学校駅伝競走大会（12 月 19日、滋賀県竜王

町）に富山県代表として出場します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 
 

 １０月２７日、後期生徒総会を開催しました。後期生徒会の活動

スローガンは「Ｍｅｍｏｒｙ」。生徒会本部・各専門委員会からは、雄山

中をよりよくするための具体的な取組が提案されました。質疑応答

の時間には、学級の代表者が率直な意見や質問を投げかけ、熱い議

論が交わされました。 

提案は、全校生徒の賛成多数により承認を得て、後期の生徒会活

動が本格的に始動しました。 

 

【生徒会本部役員・専門委員長】 

生 徒 会 本 部 

生徒会長    

副 会 長   

書  記    総 務  

学 習 委 員 会  購 買 委 員 会  

広 報 委 員 会  ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員会  

保健体育委員会  給 食 委 員 会  

生 活 委 員 会  生徒会誌編集委員会  

保全美化委員会  選挙管理委員会  
 

 
 

 

 １日(月)  冬季校時開始（17:30下校完了） 

 ４日(木)  中教研学力調査（～５日） 

９日(火)  １年校外学習（学級別コース学習） 

１０日(水)  高校説明会 

１１日(木)  ２年校外学習（班別ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ） 

 
１３日(土) 新川地区新人大会 

（バレーボール、柔道、剣道） 

１９日(金)  合唱コンクール 

２７日(土) 北信越中学校駅伝 

２９日(月) 期末考査（～１２月１日） 
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次にある北信越大会や全

国大会に向けてさらに気を

引き締め、雄山中の歴代最高

順位を目指します。「一走入

魂」の思いでタスキをつなぎ

ます。応援よろしくお願いし

ます！ 

（男子主将） 

レースの緊張感や練習の

つらさを乗り越えて、強くな

れたと思います。応援してく

ださった方々、一緒に練習を

してきたメンバーのみんな、

本当にありがとうございま

した！ 

（女子主将） 

１１月の行事予定 

生徒からの質問に対し 

丁寧に回答する専門委員長 


